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コメント 

 本研究は、材料⼯学と⽣物科学という⼆つの異分野を融合し
た極めて独⾃性の⾼い研究チーム構成により、⾻の異⽅性形成
機構の解明や⾻代替材料の開発を⾏うことを⽬的としたもので
ある。従来、⾻の⼒学機能の指標は⾻密度のみであったが、応
募者らは、それでは不⼗分で、⾻を形成するアパタイトの異⽅
性（配向性）こそが重要指標であることを⾒いだしている。 

本研究は、応募者らのこれまでの研究活動に裏付けられ、究
極的には「異⽅性の材料科学」という学理の構築を⽬指すもの
であり、学術のみならず、社会へ⼤きく貢献することが期待で
きる。 

 

  


